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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期連結
累計期間

第35期
第１四半期連結

累計期間
第34期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 3,361,519 3,882,856 16,135,567

経常利益 （千円） 167,358 247,885 1,748,148

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 93,048 152,475 1,213,611

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 92,153 152,183 1,213,923

純資産額 （千円） 7,382,109 8,537,937 8,503,763

総資産額 （千円） 12,595,384 13,696,000 13,512,452

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 23.65 38.76 308.51

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.6 62.3 62.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

３．売上高には、消費税等は含まれていません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　 該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

（1）業績の状況

  当第１四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、3,882,856千円（前年同期比15.5％増）となりまし

た。

　本年度は昨年度に引続き、主要地域エリアでの広告戦略の最適化、ＴＶＣＭやネット広告を行ってきており、そ

の結果、新規客が順調に増加いたしました。品目別売上の基礎化粧品は2,813,790千円（同17.5％増）、メイク

アップ化粧品は289,699千円（同13.3％増）、トイレタリーは138,949千円（同21.8％増）、栄養補助食品・雑貨等

は621,364千円（同4.6％増）となりました。

　販売ルート別売上では、通信販売が1,820,333千円（同8.9％増）、百貨店向卸売は640,319千円（同30.3％

増）、その他卸売1,140,360千円（同15.0％増）、直営店280,939千円（同36.4％増）となりました。

　売上原価は、1,027,739千円（同25.6％増）となりました。販売費及び一般管理費は、広告宣伝・販売促進費が

1,030,747千円（同0.1％増）、その他経費が1,575,399千円（同18.1％増）、合計で2,606,147千円（同10.3％増）

となりました。

　これらの結果、営業利益は248,969千円（同38.7％増）、経常利益は247,885千円（同48.1％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は152,475千円（同63.9％増）となっております。

　　（2）経営方針・経営戦略等

　　　　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

　　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　　　　 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、59,205千円です。

　　　　 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　 （5）経営成績に重要な影響を与える要因

　　 当社グループの売上高は化粧品等に関連する売上です。化粧品業界全体では、個人消費の伸び悩みなどから

マーケットが拡大しない状況が続く中で、消費者ニーズの多様化、価格の二極化、新規参入企業の増加などによ

り、企業間の厳しい競争が続いています。

　　 この様な経営環境のもと、当社グループが安定的に成長するには、新規顧客を効率的に増やしていくこと及び

研究開発に力を入れ多様化した消費者ニーズに対応し顧客満足度の高い、製品・サービスを提供していくこと

が、重要と考えています。

　 （6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　　　 ①資金の状況

　        当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は3,732,081千円となり、前連結会計年度末に比

べ、7,454千円増加しました。

　　　　 ②財政状態の分析

 　 （資産）

　　　 　流動資産は、前連結会計年度末に比較して9,450千円増加し、8,142,061千円となりました。これは主と

して、商品及び製品と原材料及び貯蔵品が増加、受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。

　　　　 固定資産は、前連結会計年度末に比較して174,096千円増加し、5,553,938千円となりました。これは主

として、千葉県香取郡多古町の物流センターの増設等による建設仮勘定と新生産システム等のソフトウェ

アの増加によるものです。
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    （負債）

　　　　 流動負債は、前連結会計年度末に比較して158,891千円増加し、3,736,801千円となりました。これは主

として、支払手形及び買掛金が増加、未払法人税等が減少したことによるものです。

　　　　 固定負債は、前連結会計年度末に比較して9,518千円減少し、1,421,261千円となりました。これは主と

して、長期借入金の返済により減少したことによるものです。

    （純資産）

　　 　 純資産は、前連結会計年度末に比較して34,174千円増加し、8,537,937千円となりました。これは主とし

て利益剰余金が増加したことによるものです。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,935,000 3,935,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 100株

計 3,935,000 3,935,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 3,935,000 － 696,450 － 812,570

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　         当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,933,000 39,330 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数  3,935,000 － －

総株主の議決権 － 39,330 －

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ハーバー研究所
東京都千代田区神田

須田町１丁目24番地
1,300 － 1,300 0.03

計 － 1,300 － 1,300 0.03

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,724,627 3,732,081

受取手形及び売掛金 1,631,827 1,492,867

商品及び製品 1,462,800 1,522,989

仕掛品 36,531 38,591

原材料及び貯蔵品 911,477 957,002

繰延税金資産 216,929 233,584

その他 162,078 177,295

貸倒引当金 △13,661 △12,350

流動資産合計 8,132,611 8,142,061

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,838,672 3,868,690

減価償却累計額 △1,847,300 △1,881,837

建物及び構築物（純額） 1,991,372 1,986,852

機械装置及び運搬具 1,635,393 1,642,409

減価償却累計額 △1,055,630 △1,086,113

機械装置及び運搬具（純額） 579,763 556,296

工具、器具及び備品 1,048,389 1,062,383

減価償却累計額 △787,373 △790,983

工具、器具及び備品（純額） 261,016 271,400

土地 1,492,100 1,492,100

建設仮勘定 115,301 237,935

有形固定資産合計 4,439,553 4,544,584

無形固定資産   

ソフトウエア 576,605 632,307

その他 101,580 97,868

無形固定資産合計 678,186 730,176

投資その他の資産   

投資有価証券 6,668 7,064

繰延税金資産 12,897 12,897

差入保証金 224,097 234,435

その他 18,437 24,780

投資その他の資産合計 262,101 279,177

固定資産合計 5,379,841 5,553,938

資産合計 13,512,452 13,696,000
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 347,680 513,539

短期借入金 700,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 797,505 794,370

未払金 976,578 1,081,306

未払法人税等 330,944 104,148

ポイント引当金 306,801 313,257

その他 118,400 230,179

流動負債合計 3,577,909 3,736,801

固定負債   

長期借入金 1,342,569 1,327,595

繰延税金負債 56,468 56,808

その他 31,742 36,857

固定負債合計 1,430,780 1,421,261

負債合計 5,008,689 5,158,062

純資産の部   

株主資本   

資本金 696,450 696,450

資本剰余金 812,570 812,570

利益剰余金 6,991,039 7,025,505

自己株式 △1,417 △1,417

株主資本合計 8,498,641 8,533,107

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,359 1,639

為替換算調整勘定 3,762 3,189

その他の包括利益累計額合計 5,121 4,829

純資産合計 8,503,763 8,537,937

負債純資産合計 13,512,452 13,696,000
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 3,361,519 3,882,856

売上原価 818,338 1,027,739

売上総利益 2,543,181 2,855,117

販売費及び一般管理費 2,363,620 2,606,147

営業利益 179,560 248,969

営業外収益   

受取利息 5 7

受取配当金 70 71

受取賃貸料 579 579

為替差益 474 223

その他 1,215 3,575

営業外収益合計 2,345 4,456

営業外費用   

支払利息 7,534 5,238

その他 7,013 302

営業外費用合計 14,548 5,540

経常利益 167,358 247,885

特別損失   

固定資産除却損 79 2,307

特別損失合計 79 2,307

税金等調整前四半期純利益 167,278 245,577

法人税、住民税及び事業税 60,321 105,043

法人税等調整額 13,909 △11,941

法人税等合計 74,230 93,102

四半期純利益 93,048 152,475

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,048 152,475
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 93,048 152,475

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △330 280

為替換算調整勘定 △563 △572

その他の包括利益合計 △894 △292

四半期包括利益 92,153 152,183

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 92,153 152,183

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　 　（税金費用の計算）

　 　  一部の連結子会社においては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してい

ます。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

減価償却費 96,889千円 144,551千円

のれんの償却額 23,443 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月17日

取締役会
普通株式 78,673千円 20円 平成28年３月31日 平成28年６月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月17日

取締役会
普通株式 118,009千円 30円 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

　当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 23円65銭 38円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
93,048 152,475

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
93,048 152,475

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,679 3,933,649

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　　　平成29年５月17日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しました。

　　　　① 配当金の総額……………………………………118,009千円

　　　　② １株当たりの金額………………………………30円00銭

　　　　③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成29年６月５日

　　　　（注）　平成29年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月14日

株式会社ハーバー研究所

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　裕子

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 永利　浩史

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハー

バー研究所の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日

から平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーバー研究所及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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